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研究成果の概要（和文）： 
平成 22~24 年度の各年度において定期健診を受けた大学生の BMI、および体脂肪率を測定

し、男女別・学年別に肥満の割合を調査した。体脂肪率が男子で 30％以上、女子で 35％以上
の肥満の学生を対象に腹部超音波検査により大学生における非アルコール性脂肪性肝疾患
(NAFLD)の出現頻度を調べた。肥満男子学生の 50％が中等度の脂肪肝を呈した。一方、肥満
女子学生のうちわずか 6.5％が中等度の脂肪肝を呈するのみであった。メタボリック症候群予
備軍に該当する男子大学生のうち半数以上が中等度の脂肪肝を呈し、非アルコール性脂肪性肝
炎(NASH) がメタボリック症候群の肝臓における表現型となる可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
During Heisei 22~24 year (2010~2012), body mass index (BMI) and body fat rate were 

measured of the university students who received the regular health examination. The 
frequency of the non-alcohol fatty liver disease (NAFLD) in the obese students was 
examined by the abdominal ultrasound equipment. 50% of the obese male students 
presented the fatty liver, on the other hand, only 6.5% presented the fatty liver in the 
obese female student. More than half of the male students corresponding to 
pre-metabolic syndrome presented the fatty liver of moderate degree, and the 
possibility that non-alcohol steatohepatitis (NASH) became an expression type in the 
liver of metabolic syndrome. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国においても近年、肥満人口は若年化

し、国民栄養調査によると 20 代の若者の
18.9％が肥満と判定されている。それにとも
なって肥満に伴う非アルコール性脂肪性肝
疾患(NAFLD)が増加している。NAFLD 生活
習慣病に罹患する中高年を対象とした研究
が多く、本研究のごとく大学生を対象とした
調査、研究はほとんど見られない。また、
NAFLD のなかにアルコール性肝炎と類似の
病理組織所見をきたし、肝硬変・肝がんに進
行する可能性を有するものがあり、それを非
アルコール性脂肪性肝炎（NASH）と呼び、
最近注目されている。NASH においてなぜ炎
症や線維化が惹起されるかについては活性
酸素、サイトカイン、脂肪酸などの関与が想
定されているがまだ解明されていない。 
 
２．研究の目的 
非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）は、
肥満、糖尿病、脂質代謝異常などいわゆる生
活習慣病を基礎に発症する例が多く、青年期
においても頻度が増加している。その発生メ
カニズム、病態については十分解明されてい
ないため、大学生を対象として解析を試みる。
本研究を遂行することにより、大学生におけ
る非アルコール性脂肪肝の実態や、さらには
発症のリスク、病気の進行性についての新し
い知見を得て、大学生の保健健康管理に役立
てることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 非アルコール性脂肪肝(NAFLD)の実態 
茨城大学学生における定期検診にて BMI、

および体脂肪率を測定し、男女別・学年別に
肥満およびやせの割合を調査し、それぞれの
割合を比較検討する。体脂肪率が男子で 30％
以上、女子で 35%以上の肥満の学生を対象に
脂肪肝の判定をおこない、青年期における脂
肪肝の出現頻度を調べる。脂肪肝の診断は腹
部超音波検査によりおこない、エコー減衰率、
エコー輝度、肝静脈像の抽出度、肝腎コント
ラスト比により、軽度・中等度・高度に分類
する。血液生化学検査により肝機能異常の有
無（ALT, AST, γGPT）、および飲酒習慣を
聴取し、青年期のNAFLDの診断をおこなう。 
(2) 食事調査 
肥満の学生を対象に食事調査をおこなう。

今回の食事調査では食事内容、運動習慣、飲
酒量に加えて、食事内容調査に基づいて栄養
解析ソフトを用いて、１日摂取カロリー、タ
ンパク質、脂肪、炭水化物の摂取量、多価不
飽和脂肪酸と飽和脂肪酸との比（Ｐ／Ｓ比）
を算出する。  
(3) メタボリック症候群の合併 
 内臓脂肪の蓄積（ウエスト周囲径が男性が

85cm 以上、女性が 90cm 以上）に加え、以
下の 2 項目以上を満たす学生をメタボリック
症候群と診断する。高トリグリセライド血症
（150mg/dl 以上）かつ/または 低 HDL コ
レステロール血症（40mg/dl 以下）、収縮期
血圧 130mmHg 以上 かつ/または 拡張期
血圧 85mmHg 以上、空腹時高血糖（110mg/dl
以上）。体脂肪率が男子で 25％以上の肥満の
学生を対象に、上記の検査をおこない、それ
ぞれの項目の出現率を調査し、さらに複数の
リスクを合併したメタボリック症候群と診
断される学生の割合を調査する。メタボリッ
ク症候群の肝臓における表現形として、非ア
ルコール性脂肪性肝炎(NASH)が注目されて
いる。メタボリック症候群を合併した
NAFLD とそうでない群とで、臨床所見、検
査所見で差が認められるかどうかを比較検
討し、大学生の NASH の病態を明らかにす
る。 
(4) 非アルコール性脂肪肝(NAFLD)およ

び非アルコール性脂肪性肝炎(NASH)の病
因について 
 NASH においてなぜ炎症や線維化が惹
起されるかについてはまだ解明されていな
いが、脂肪肝に何らかの病的刺激(second 
hit)が加わり、炎症や線維化が惹起される
という説が有力である。second hit として
は、活性酸素、サイトカインなどの関与が
想定されているが、今回、遊離脂肪酸およ
びインスリン抵抗性（HOMA-R 法）に着
目し、脂質代謝、脂質過酸化との関連にお
いて検討をおこなう。 
(5) ライフスタイルの変化、特に運動による

脂肪肝の改善 
肥満に伴う非アルコール性脂肪肝の治療法
としては減量を基本とし、そのうえに second 
hit を減少する目的で VitE、チアゾリジン誘
導体などの薬物療法が試みられている。個人
云々にあった運動処方にしたがって、健康運
動指導士による適切な運動療法を開始する。
食事療法は管理栄養士による肥満の食事指
導をおこなう。１年以上経過観察した肥満学
生を対象に体重減少群と不変群に分類し、減
量によってNAFLDが改善するか否かを検討
し、各種パラメーターのうち改善を導いた要
因の解析をおこなう。 
 
４．研究成果 
平成 22~24 年度の各年度において定期健診
を受けた大学生の BMI、および体脂肪率を測
定し、男女別・学年別に肥満およびやせの割
合を調査し、それぞれの割合を比較検討した。
体脂肪率が男子で 30％以上、女子で 35％以
上の肥満の学生のうち、インフォームドコン
セントの得られた学生を対象に腹部超音波
検査により脂肪肝の判定をおこない、大学生



における脂肪肝の出現頻度を調べた。同時に
食物摂取状況調査をおこない、栄養ソフトに
より、エネルギー、脂質、食物繊維摂取量な
どを算定した。脂肪肝の診断は腹部超音波検
査によりおこない、エコー減衰率、エコー輝
度、肝静脈像の抽出度、肝腎コントラスト比
の項目を 0,1,2 にスコア化し、合計点数が 0:
正常、1-3:軽度、4 以上：中等度に分類した。
肥満男子学生の 50％が中等度の脂肪肝を呈
した。一方、肥満女子学生のうちわずか 6.5％
が中等度の脂肪肝を呈するのみであった。内
臓脂肪の蓄積（腹囲が男性が 85cm 以上、女
性が 90cm 以上）の指標としてメタボリック
症候群の合併を調査した。内臓脂肪は、腹部
超音波法による内蔵脂肪厚(PFT)（生物資料
分析 34(2):147-150, 2011）(平成 23 年度）、
腹部脂肪計(AB-140, TANITA)による内臓脂
肪レベル（平成 24 年度）を測定した。メタ
ボリック症候群予備軍に該当した男子学生
のうち半数以上が中等度の脂肪肝を呈し、男
子学生においては非アルコール性脂肪性肝
炎(NASH) がメタボリック症候群の肝臓に
おける表現型となる可能性が示唆された。平
成 23 年度にはヨーロッパ消化器病学会（平
成 23 年 10 月、ストックホルム）に参加し、
欧州における非アルコール性肝炎の研究動
向について情報収集をおこなった。 
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